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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第73期

第２四半期連結
累計期間

第74期
第２四半期連結

累計期間
第73期

会計期間

自平成24年
４月１日

至平成24年
９月30日

自平成25年
４月１日

至平成25年
９月30日

自平成24年
４月１日

至平成25年
３月31日

売上高 (千円) 8,109,241 8,432,367 16,968,918

経常利益又は経常損失（△） (千円) △4,572 87,900 110,793

四半期（当期）純利益 (千円) 69,759 34,592 120,023

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 71,104 44,785 157,257

純資産額 (千円) 3,542,493 3,591,801 3,602,455

総資産額 (千円) 12,612,637 12,930,840 12,810,425

１株当たり四半期（当期）

純利益
(円) 3.80 1.90 6.57

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益
(円) － － －

自己資本比率 (％) 28.08 27.44 27.82

営業活動による

キャッシュ・フロー
(千円) △131,365 238,706 144,549

投資活動による

キャッシュ・フロー
(千円) △157,522 △430,529 △624,359

財務活動による

キャッシュ・フロー
(千円) △358,057 412,622 △156,135

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
(千円) 623,596 855,395 634,595

　

回次
第73期

第２四半期連結
会計期間

第74期
第２四半期連結

会計期間

会計期間

自平成24年
７月１日

至平成24年
９月30日

自平成25年
７月１日

至平成25年
９月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 2.01 0.95

　（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等を含んでおりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

　

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社及び連結子会社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社及び連結子会社が判断したものであり

ます。

（１）業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の各種経済対策や日銀による金融政策などを背景とした円

高是正や株価回復の動きがあり、一部の企業や個人消費に緩やかな改善の兆しが現れております。しかしながら、雇

用・所得動向は依然厳しい状況であり併せて電気料の値上げや円安による物価の上昇も見受けられ消費者の節約志向

は継続し、景気回復への期待感が強まっているものの需要の回復はさほど進んでおらず、先行き不透明な状況で推移

いたしました。

このような経済状況のもとで、当社及び連結子会社は、同業者間の熾烈な受注競争による受注価格低下のなか、営

業面においては、全国の営業拠点を活かし主力品目の受注拡大と新規需要の開拓に取り組んでまいりました。一方、

生産面においては、お取引先のニーズにお応えすべく品質安定のため生産工程の改善と生産設備の更新・改修を図っ

てまいりました。また、原材料や電力料など製造コストの上昇分を補うため生産効率の向上に取り組み収益回復に努

めてまいりました。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高は84億32百万円（前年同期比3.9％増）となり、営業

利益は93百万円（前年同期は０百万円の損失）、経常利益は87百万円（前年同期は４百万円の損失）、四半期純利益

は34百万円（前年同期比50.4％減）となりました。

なお、当社及び連結子会社は印刷事業セグメントのみであるため、事業部門別の売上概況を示せば、次のとおりで

あります。また、利益については管理上、部門別には把握しておりません。

①商業印刷部門

当部門の高級美術印刷は受注が振るわず減少いたしましたが、商業印刷は企業の広告宣伝費抑制の影響を受けまし

たものの新規受注に努め堅調に推移し、この部門全体の売上高は９億69百万円（前年同期比9.2％増）となりまし

た。

②包装資材及び紙器、紙工品部門

　当部門の軟包装資材は堅調に推移し、紙器、紙工品も設備投資効果による拡販が奏功し順調に増加したことから、

この部門全体の売上高は43億67百万円（前年同期比3.2％増）となりました。

③情報機器及びサプライ品部門

　当部門のタグ、ラベル、シール類の出荷数量が堅調に推移し、情報機器類も新規受注を獲得したことにより増加と

なり、この部門全体の売上高は23億25百万円（前年同期比1.8％増）となりました。

④その他の部門

　当部門の化成品類は新規受注やお取引先の需要が回復したことなどにより受注単価の改定が順調に推移し、この部

門全体の売上高は７億69百万円（前年同期比8.2％増）となりました。
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（２）財政状態の状況

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ１億20百万円増加の129億30百万円となりまし

た。

流動資産は、前連結会計年度末に比べ１百万円増加の57億92百万円となりました。これは受取手形及び売掛金が

２億63百万円減少したものの、現金及び預金が２億80百万円増加したことなどによるものであります。固定資産

は、前連結会計年度末に比べ１億18百万円増加の71億38百万円となりました。これは機械装置及び運搬具が３億１

百万円増加したことなどによるものであります。　

負債合計は、前連結会計年度末に比べ１億31百万円増加の93億39百万円となりました。これは支払手形及び買掛

金が３億７百万円減少したものの、短期借入金が２億46百万円、長期借入金が２億22百万円増加したことなどによ

るものであります。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ10百万円減少の35億91百万円となりました。

（３）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は８億55百万円とな

り、前連結会計年度末に比べて２億20百万円増加しております。

(営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は、２億38百万円（前年同四半期は１億31百万円

の減少）となりました。これは仕入債務の減少３億３百万円等資金が減少したものの、減価償却費２億90百万円、

売上債権の減少２億61百万円等資金が増加したことによるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は、４億30百万円（前年同四半期は１億57百万円

の減少）となりました。これは貸付金の回収36百万円等資金が増加したものの、有形固定資産の取得３億88百万

円、定期預金の増加60百万等資金が減少したことによるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の増加は、４億12百万円（前年同四半期は３億58百万円

の減少）となりました。これは長期借入金の返済２億51百万円等資金が減少したものの、長期借入６億10百万円、

短期借入金の純増加１億９百万円資金が増加したことによるものであります。

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社及び連結子会社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

（５）研究開発活動

　特記事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 49,624,000

計 49,624,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数（株）
（平成25年９月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成25年11月８日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 21,460,000 21,460,000
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

1,000株　

計 21,460,000 21,460,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年７月１日～

平成25年９月30日
－ 21,460,000 － 1,570,846 － 835,777
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（６）【大株主の状況】

 平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合（％）

陽光会
京都市北区小山下総町54－５

野崎印刷紙業㈱内
2,217 10.33

野﨑　隆男 京都市右京区 1,002 4.67

フェニックス電子株式会社 京都市北区小山下総町54－５ 976 4.55

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区丸の内１－３－３ 810 3.77

翠洸興産株式会社 京都市中京区烏丸通二条下ル秋野々町530 725 3.37

株式会社損害保険ジャパン 東京都新宿区西新宿１丁目26－１ 719 3.35

株式会社コムテックス 大阪市北区南森町２丁目３－９ 638 2.97

みずほ信託銀行株式会社 東京都中央区八重洲１丁目２－１ 569 2.65

野﨑　礼子 京都市右京区 547 2.55

日本生命保険相互会社
東京都千代田区丸の内１－６－６

日本生命証券管理部内
543 2.53

計 － 8,750 40.77

（注）１　当社の自己株式（2,123千株、所有株式数の割合9.89％）は、上記の大株主より除外しております。

２　フェニックス電子株式会社が所有している株式については、会社法施行規則第67条第１項の規定により議決

権を有しておりません。

３　上記「陽光会」は当社の取引業者で組織する持株会であります。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成25年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式   3,656,000

　
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 17,678,000 17,678 －

単元未満株式 普通株式    126,000 － －

発行済株式総数 21,460,000 － －

総株主の議決権 － 17,678 －

　

②【自己株式等】

 平成25年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所
有株式数
（株）

他人名義所
有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

野崎印刷紙業(株) 京都市北区小山下総町54－５ 2,123,000 － 2,123,000 9.89

旭ラベル(株) 京都市北区小山下総町54－５ 408,000 － 408,000 1.90

フェニックス電子(株) 京都市北区小山下総町54－５ 976,000 － 976,000 4.54

早和製本(株) 京都市南区吉祥院池田町21 103,000 － 103,000 0.47

(株)ツバサ製作所 京都府京丹後市峰山町杉谷1092 38,000 － 38,000 0.17

野崎カレンダー(株) 京都市北区小山下総町54－５ 8,000 － 8,000 0.03

計 － 3,656,000 － 3,656,000 17.03

（注）　上記所有株式数には、単元未満株式数は含まれておりません。

２【役員の状況】

該当事項はありません。　　
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成25年７月１日から平

成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、恒栄監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,042,595 1,323,395

受取手形及び売掛金 3,144,455 2,881,392

商品及び製品 871,173 841,808

仕掛品 410,922 445,311

原材料 182,776 182,551

その他 152,568 124,829

貸倒引当金 △13,668 △6,663

流動資産合計 5,790,823 5,792,624

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,787,132 1,735,876

機械装置及び運搬具（純額） 1,953,517 2,254,894

土地 2,232,632 2,255,897

建設仮勘定 102,508 －

その他（純額） 125,841 123,632

有形固定資産合計 6,201,632 6,370,301

無形固定資産 47,543 43,514

投資その他の資産

投資有価証券 227,612 237,468

繰延税金資産 416,988 397,039

その他 167,719 105,474

貸倒引当金 △41,894 △15,582

投資その他の資産合計 770,425 724,399

固定資産合計 7,019,601 7,138,216

資産合計 12,810,425 12,930,840

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,979,615 4,672,560

短期借入金 1,649,923 1,896,122

未払法人税等 44,254 27,643

賞与引当金 80,373 83,980

その他 531,314 555,686

流動負債合計 7,285,481 7,235,993

固定負債

長期借入金 498,740 721,270

退職給付引当金 1,022,393 1,013,977

役員退職慰労引当金 100,251 85,693

長期未払金 178,552 161,300

その他 122,551 120,803

固定負債合計 1,922,488 2,103,045

負債合計 9,207,970 9,339,039
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,570,846 1,570,846

資本剰余金 835,777 835,777

利益剰余金 2,106,785 2,087,939

自己株式 △974,922 △975,359

株主資本合計 3,538,486 3,519,204

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 25,441 29,874

その他の包括利益累計額合計 25,441 29,874

少数株主持分 38,527 42,723

純資産合計 3,602,455 3,591,801

負債純資産合計 12,810,425 12,930,840
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

売上高 8,109,241 8,432,367

売上原価 6,856,953 7,124,965

売上総利益 1,252,288 1,307,402

販売費及び一般管理費
※1 1,252,713 ※1 1,214,232

営業利益又は営業損失（△） △424 93,170

営業外収益

受取利息及び配当金 3,966 3,460

不動産賃貸料 2,566 2,672

その他 6,050 5,066

営業外収益合計 12,583 11,200

営業外費用

支払利息 13,440 12,697

手形売却損 1,504 1,386

その他 1,784 2,386

営業外費用合計 16,730 16,469

経常利益又は経常損失（△） △4,572 87,900

特別利益

固定資産売却益 157,236 1,006

特別利益合計 157,236 1,006

特別損失

固定資産処分損 1,259 5,064

投資有価証券評価損 5,727 －

特別損失合計 6,987 5,064

税金等調整前四半期純利益 145,677 83,842

法人税、住民税及び事業税 60,802 21,535

法人税等調整額 10,369 21,954

法人税等合計 71,172 43,489

少数株主損益調整前四半期純利益 74,504 40,353

少数株主利益 4,745 5,760

四半期純利益 69,759 34,592
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 74,504 40,353

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △3,399 4,432

その他の包括利益合計 △3,399 4,432

四半期包括利益 71,104 44,785

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 66,359 39,025

少数株主に係る四半期包括利益 4,745 5,760
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 145,677 83,842

減価償却費 262,007 290,184

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,693 △33,318

賞与引当金の増減額（△は減少） △1,048 3,607

退職給付引当金の増減額（△は減少） 4,200 △8,415

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △10,429 △14,557

長期未払金の増減額（△は減少） △16,497 △17,252

受取利息及び受取配当金 △3,966 △3,460

支払利息 13,440 12,697

有形固定資産除売却損益（△は益） △155,976 4,058

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） 5,727 －

売上債権の増減額（△は増加） 61,843 261,051

たな卸資産の増減額（△は増加） △321,647 △4,797

仕入債務の増減額（△は減少） 84,259 △303,398

その他 △58,142 16,289

小計 12,140 286,530

利息及び配当金の受取額 3,948 3,495

利息の支払額 △13,102 △13,173

法人税等の支払額 △134,351 △38,146

営業活動によるキャッシュ・フロー △131,365 238,706

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △319,747 △388,986

有形固定資産の売却による収入 172,340 2,200

無形固定資産の取得による支出 △1,300 △13,528

投資有価証券の取得による支出 △7,076 △3,078

貸付けによる支出 △2,140 △440

貸付金の回収による収入 2,704 36,651

定期預金の増減額（△は増加） － △60,000

保険積立金の積立による支出 △2,187 △6,561

その他 △116 3,214

投資活動によるキャッシュ・フロー △157,522 △430,529

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △203,945 109,959

長期借入れによる収入 185,000 610,000

長期借入金の返済による支出 △210,100 △251,230

リース債務の返済による支出 △4,016 △1,099

自己株式の取得による支出 △68,353 △436

配当金の支払額 △54,366 △53,005

少数株主への配当金の支払額 △2,275 △1,565

財務活動によるキャッシュ・フロー △358,057 412,622

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △646,944 220,800

現金及び現金同等物の期首残高 1,270,541 634,595

現金及び現金同等物の四半期末残高 623,596 855,395
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

１　受取手形割引高

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成25年９月30日）

受取手形割引高 4,934千円 553千円

　

（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

発送費・配達費 241,714千円 232,640千円

貸倒引当金繰入額 2,736千円 △11,008千円

給料手当等 539,034千円 539,838千円

賞与引当金繰入額 42,932千円 32,471千円

退職給付費用 28,798千円 28,077千円

(退職給付引当金繰入額)       (19,410千円)       (19,069千円)

役員退職慰労引当金繰入額 3,420千円 563千円

福利厚生費 84,179千円 83,755千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

現金及び預金勘定 1,031,596千円 1,323,395千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △408,000千円 △468,000千円

現金及び現金同等物 623,596千円 855,395千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当た
り　　　

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式 59,510 3 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

　　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当た
り　　　

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日

定時株主総会
普通株式 58,017 3 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金

　　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成25年４月１日　至平成25年９月30日）

　当社及び連結子会社は、印刷事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 3円80銭 1円90銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 69,759 34,592

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 69,759 34,592

普通株式の期中平均株式数（千株） 18,343 18,142

 （注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成25年11月８日

野崎印刷紙業株式会社

 取締役会　御中 

　

 恒 栄 監 査 法 人  

 
代表社員
業務執行社員

公認会計士 工 藤 隆 則　　印

　

 
代表社員
業務執行社員

公認会計士 椿 本 雅 朗　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている野崎印刷紙業株

式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成25年７月１日から

平成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、野崎印刷紙業株式会社及び連結子会社の平成25年９月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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